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研究３、研究４ TTMを説明する諸変数の検討
TTM適用にあたり測定尺度の整備を行った。
研究３では、地域高齢者2628名（男性1145名、女性1483名、
平均年齢73.8歳）を対象に調査を行った。
研究３－１では、地域高齢者における外出に対する自己
効力感を測定する尺度を作成した。その結果、６項目から
なる信頼性と妥当性の確認された外出に対する自己効力感
尺度を開発した（Table１）。
研究３－２では、外出に対する変容段階尺度を作成した。
作成された外出行動に対する変容段階尺度は、変容段階
が後期になるにつれ、年齢は若く、健康関連QOLの得点が
高かった。また、研究３－１で開発した外出に対する自己
効力感尺度得点の分布を検討した結果、変容段階が後期に
なるにつれ、外出に対する自己効力感の得点が高くなるこ
とが認められた。
研究４では、地域高齢者の1年間フォローアップ調査対
象者1071名のうち、閉じこもり状態から非閉じこもりに改
善した閉じこもり改善群５名（男性２名、女性３名）と非
閉じこもりから閉じこもり状態になった閉じこもり移行群
６名（男性２名、女性４名）に半構造化面接を用いて外出
に対する意思決定バランスの探索的検討を行った。
その結果、外出に対する恩恵として、身体や精神の健康
を維持、および、社会的交流に関する８つのカテゴリーが
抽出された。外出に対する負担では、外出することの面倒
さや身体状態に伴う外出時の不安に関する９つのカテゴ
リーが抽出された。変容段階別では、変容段階が後期であ
るほど恩恵カテゴリーが多く、前期では負担カテゴリーが
多かった。
以上から、TTMで想定されている変数間の関係が、高齢
者の外出行動においても類似傾向が確認され、閉じこもり
に対するTTMの適用可能性が示唆された。
研究５ 閉じこもりの改善に関する要因と変容段階
閉じこもりの改善に関する要因を抽出するために、研究
４の対象者に半構造化面接を行い、閉じこもりの移行およ
び改善に関する要因カテゴリーと変容段階との関連を探索
的に検討した。
その結果、閉じこもりの移行に関するカテゴリーとして、
外出の必然性のなさや、家族の代行サポートが抽出された。
閉じこもりの改善と関連したカテゴリーでは、外出の必然
性があること、一緒に行ってくれる外出援助に関するサ
ポートが抽出された。変容段階との関連では、前熟考期か
ら準備期では、家族からの外出の援助はなく、反対に、代
わりにやってあげるという代行サポートのカテゴリーが認
められ、変容段階に応じた家族のかかわりの重要性が示唆
された。
総合考察 閉じこもり改善に向けたTTM適用の示唆
総合考察では、全ての研究の成果についてのまとめおよ
びTTMの適用による閉じこもり改善のための示唆、今後
の課題について論じた。
本研究では、閉じこもりと家族の関係、TTMの諸変数の
整備から、外出行動に対するTTMの適用可能性が示唆さ
れ、さらに、家族に対するアプローチの必要性が示された。
本研究で得られた結果から、閉じこもり改善に向けた変容
段階別の働きかけとして、前熟考期、熟考期では閉じこも
りのリスクを認識させること、準備期では外出の必然性に
ついての働きかけを行うこと、実行期、維持期では余暇的
な外出への援助に重点を置いたアプローチの有用性を示唆
した。
今後の課題として、本研究はインタビュー研究を主とし
ていることや、都市部の高齢者を対象としていることから、
地域性に考慮した量的な検討が望まれること、また、家族
側からみた閉じこもりとの関係に関する検討も課題である。
さらに、介護予防事業等で、本研究で得られたアプローチ
を実施し、効果検討を行うことの必要性についても提示し
た。
Table1 外出に対する自己効力感尺度 ステップワイズ
因子分析結果
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